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ディ ー パ ッ ク ・ モ ー ジ ャ ー ニ 代理 人 


前 略 当 職 は 、 貴 職 が ドイ ツ 証 券 株 式 会 社 (以下 「 貴 社 」) を 代理 し て 、 デ ィ ー パ ッ ク ・ 
征 


モー ジャ ー ニ 氏 の 代理 人 で ある 当 職 に 宛て た 2007 香 


ES 月 7 日 付 回 答 書 (以下 「 貴 簡 」) 


に 対し 、 デ ィ ー パ ッ ク ・ モ ー ジ ャ ー ニ 氏 (以下 「 同 氏 」) を 代理 し て 、 下 記 の と お り 回 答 致 


1 の 


貴 箇 は 、 同 氏 の 貴社 に お ける 勤務 態度 ・ 状 況 が 、 貴 


記 


益 処分 を 課す る に 値する 財 主 譲 な さっ て お られ ます 。 
し か し な が ら 、 以 下 に の で る と お り 、 い ずれ の ご 主張 も 、 同 氏 の 業務 内 容 上 又は 業務 の 
実態 に 曲 ら し 、 勤 務 態 度 不良 に は 該当 せ ず 、 解 雇 理由 と な る も の で は あ 


また 、 そ も そ も 上 貴社 は 、 公 益 通 報 保 護法 に より 通 


に より 無効 と な る べき と ころ 、 上 述 の 勤務 態度 不 
口実 な いし 隠れ 装 で あり 、 従 っ て 、 こ の よう な 理由 に 形式 的 に 依拠 し て 解雇 が な され る と 


し て も 、 そ れ は 実質 上 公益 保護 法 の 適 / 


E が 同氏 に 対し て 解雇 その 他 の 不利 


り ま せん 。 


報 を 行っ た 同氏 を 解雇 する こと が 同 法 
良 は 同氏 を 解雇 する た め に 持ち 出さ れ た 


効 と な る べき 解雇 に 他 な り ま せん 。 
以下 詳 述 し ます 。 


トー 
河 
NR 
オ 
次 
部 
詳 
路 
澤 


を 受け る べき 解雇 で あり 、 同 法 に より 禁止 され 無 


で 人 もそ や 。、 合 民 民 、 ジ アラ イベ ボード で テグ イデ ィ ャ イン と ペ ス ク ター と ん で て で 幅 儲 り ア ルース 


テー ト ・ キ ャ ピタ ル マ ー ケ ッ ツ 部 (当時 は コマ ー シ ャ ルリ アル エス テー ト 部 ) に お いて 投 
資 ビ ジネス を 新規 に 立ち 上 げ る と い 2 特殊 な 業務 を 行う た め に 入社 し た も の で あり 、 そ の 
業務 の 性 格 上 、 部 内 の 他 の 従業 員 と 異な り 、 そ の 裁量 に よっ て 自己 の プロ ジェ クト を 進め 
会 社 に 提案 する と いう 立場 に あっ た も の で す 。 従っ て 、 業 務 の 遂行 に お いて は 一 般 的 に 


SE 


【 


日 


し 


(1 ) 目標 設定 の 拒否 


2 0 0 6 年 の 目標 設定 に つい て は 、 年度 中 に 入社 し た た め 、 そ も そ も 目 標 設 
受け て お り ま せん 。 2 0 0 7 年 の 目標 に つい て は 、 要 求 通り 設定 を 行っ て お りき 


部 の 指示 を 待っ て それ に 従っ て 業務 を 行う と いう 他 の 従業 員 と は 異な る 配慮 が 要求 され て 
ヽ た も の と 考え ます 。 以 上 を 前 提 と する な ら ば 、 以 下 の と お り 、 同 氏 の 勤務 態度 不 
在 し な いこ と は 明白 で す 。 


良 は 存 


定 の 要求 を 
E す 。 その 


後 、 同 氏 が その 「 判 断 で 、 社 内 シス テム に 登録 され て いた 目標 を いつ の 間 に か 取り 消し た 」 
と いう 事実 は 絶対 に あり ませ ん 。 そ の 証拠 と し て 、 パ フォ ー マ ン ス ・ イ ンプ ルー ブ メ ント ・ 
プラ ン (P IP) 提示 に 伴っ て 貴社 か ら 登録 消失 の 指摘 を 受け た 同氏 が 、2007 年 8 月 
2 日 、 自 己 の 年 度目 標 が 社内 シス テム に 登録 され て いる か どう か 確か め る た め に シス テム 


(2 パブ ォ ー マ ンス * ャ マネ ジメント ・ オ ン ラ イン ) に アク セス し た と ころ 、 確か に 


E 度 目標 


は 見 当たり ませ ん で し た が 、 そ の 時 点 で 同氏 に よる 最終 アク セス の 表示 は 、 生 


E 度 目 


同氏 の み で は な いと 考え られ 、 同 氏 以 外 の 何 


標 登 録 


日 時 で ある 2006 年 10 月 26 日 と な っ て お り 、 目 標 癌 録 以来 同氏 が シス テム に アク セ 
ス し て いな いこ と を 示し て いま し た 。 (同氏 は その 際 の プリ ント アウ ト を 保存 し て お り ま 
す 。) お そら く シ ステ ム に アク セス で きる の は 
者 か が 故意 又は 過失 に より 同氏 の 年 度目 標 を 消去 し た も の と 思わ れ ま す 。 シ ステ ム か ら 年 


度目 標 が 消去 され て いた と し て も 、 同 氏 は その 登録 時 の 年 度目 標 の 記録 を 保存 し て お り 、 
要求 が あれ ば いつ で も シス テム 内 に 再び 登録 で きた は ず で ある と ころ 、 そ の よう な 要求 を 


受け て いな か っ た だ け で あり 、 デ ー タ 消失 の 事実 を 同氏 の 勤務 態度 と 結び つけ る の は 不 合 


理 と いう ほか あり ませ ん 。 


(2) その 後 の 勤務 態度 ・ 状 況 


欠勤 、 休 暇 取 得 に つい て は 、 貴 社 ご 主張 の リア ル ・ エ ステ ー ト ・ キ ャ ピタ ル ・ マ ー ケ ッ 
ツ 部 の 責任 者 で ある ステ ィ ー ブ ン ・ ア ダン グ 氏 に は 必ず し も ゃ 直接 通知 し な か っ た か も 知れ 


ませ ん が 、 同 部 内 の 同氏 の 周囲 の 人 員 に 対し て は 常に 通知 し て お り 、 且 つ 電 話 及 び 電 子 メ 


ー ル に よる 連絡 に は 即時 に 対応 で きる 状態 を 常に 維持 し て お り ま し た 。 こ れ は 、 部 内 の 従 
業 員 に よる 慣行 に 従っ て いる も の で あり 、 特 に 不 合理 な も の で は あり ませ ん 。 


Qr[ 


E た 、 貴 科 は 、 同 氏 が 業務 に 協力 的 で な いと 述べ て いま す が 、 同 氏 は 一 般 的 に フラ ンク ・ 


フォ レル 氏 を 直 
当然 の こと と 受け 止め て 随時 協議 
こと は 一 度 も あり ませ ん 。 
属 と な っ て いる よう で す が 、 
日 本 の 大 学 へ 留学 経験 の ある 
好 な 関係 を 保っ て 


まま 7、 


属 の 


上 司 と 理解 し て 


(な お 、 


に 応じ て お り 、 
現在 フォ レル 氏 ! 
当時 は 貴 和 


] 満 に 業務 を 


行っ 


同氏 は 
て お り ま 


に 同氏 を 応援 し て くれ て いる 同僚 も 多く 存在 し ます 。 


業務 成果 の 達成 に 
己 資金 に よる 投資 を 業務 内 容 と する 性 質 


自己 資 


貴社 か ら は 一 


氏 か っ た こと も あっ て 、 


向 に 


し た 結果 、 
可能 


コマ ー シ ャ ル ・ リ アル ・ エ ステ ー ト 部 の 責 人 1 
ン を 訪問 し 、 同 部 内 の スペ シャ ル ・ シ チュ エー ショ 
京 に お いて 同氏 が 行う 業務 と の 連携 方 法 
: 内 の 人 員 よ り も 投資 ビジ ネス に 
と が 明らか で あっ た た め 、 同 氏 と ナコ ス 氏 は 、 
て いく こと を 合意 し 、 そ れ に 付随 し て 今 


SS 


S SG が 貴 れ 


貴社 


の プロ ジェ クト 及び プ ブ プリンシパル イン ベス トメ ン 
こ < 資金 拠出 の 決定 が 得 ら れず 、 
バイ ツ 銀 行 グ レー プ の 国 


も の で す 。 


同氏 は 
バン キン グ 剖 門 の 責任 


日 本 に 
者 に 対し て 通知 し 、 そ の 了承 の も と 、 以 後 ナ コス 氏 


国 後 、 


絡 関係 を 維持 し て いた も の で す 。 


(な お 、 


上 述 の 点 に に 9 


も ちろ ん で す 


調 


規制 


(3) 


が 、 特 に 不 


本 0 
上 司 で あっ た スニ ー ル ・ マ ダン 氏 か ら 、 か か る 入社 の 
し た 後 も 、 引 き 続 き マ ダン 氏 に 
の 垣根 を 越え て 業務 が 行わ れ て お り 、 
上 間 題 と な っ て いる も の の 一 端 を 示す も の で す 。) 


日 本 証券 業 協会 の 一 種 


証券 外 


活 
my 
前 
し 【 

回 | 
二 


揮 命 令 系 


随時 報告 を 行っ て き て お り 、 
同氏 の 報告 
は 貴 
トド イツ 証券 の 所 
日 本 文化 を 下 
し た 。 実際 今 


系 続 の 過誤 
上 親 会 視 


昌 


の 貴 視 


つい て は 、 同 氏 の 業務 が プリ ン シ パ ルイ ン ベ ス トメ ント と いう 貴 ね 


上 、 吐 和 


ト の 資金 拠出 が 


2007 邊 


業務 に 対す る 貴 視 


ト 上 の ド イツ 銀行 
属 と し て 業務 を 行っ て いま 
E 解 し 、 他 の 部 内 外 の 同僚 と も 
EE と の 件 に 


不可 欠 で ある と ころ 、 自 


フォ レル 氏 も その 報告 を 


に つい て 指摘 し た 
日 本 支店 の 所 
だ だ り 


関し て も 審 か 


上 の 


E の 理解 の 不足 か ら 、 


合意 し まし た 。 ナ コス 氏 の この よう な 対応 は 、 同 氏 の 業務 を 高く 評 1 
の 直接 の 連絡 関係 が で きた こと を イン ベス トメ ント 


ーー 
ヽ ュー 


村 に 関し 、 
施 に お いて も 、 


こ 報告 を 行う よう 求め られ る 等 、 
この 点 が 証券 取引 法 


まさ に 


に つい て 研修 を 受け 
対し て より 多く の 経験 と 理解 を 有 し て いる こ 
今後 も 同氏 が S SG と 連携 
後 同氏 が ナコ ス 氏 と 緊密 に 連絡 を 行う べき こと を 


NR 
ドイ ツ 銀 行 本 体 と 貴 
同氏 は 、 同 氏 入 神 
直後 に マダ ン 氏 が ドイ ツ 銀 行 へ 移 
イツ 証券 と ドイツ 銀行 
上 の ファ アイ デー ソウ オォ オール 


凶 員 資格 ・KOP 


E2 月 の ボー ナス の 人 金額 が 異常 に 
外 支 店 の 従業 員 で ある 知人 等 
内 に と ど ま ら ず ド イツ 銀行 グル ー プ の 海外 支店 か ら の サポ ー 
性 を 示唆 され まし た 。 そ の 矢先 で ある 2007 年 3 月 、 
圧 者 で ある ジョ 


こ 種 々 相談 
を 得 ら れる 


同氏 は 、 ド イツ 銀行 の 欧州 の 
2 ゃ の ほ 色 人 民 
ンジ ッ ゼ ジン キス ュー グル ー プ (SSG) に 
だ この 民法 が 


に 招 か れ て ロン ド 


し て 業務 を 行っ 


~d 


- れ ば こそ 行わ れ た 


に 対す る 協力 ・ 連 


連 


1H さ れ て いる こと は 


必 


ト [と は 緊 密 に 協 
時 に 貴社 に て 同氏 


日 本 証券 業 協会 の 一 種 証 券 外務 上 員 資 格 に つい て は 、 同 氏 の 入社 時 に 不用 と され て いた こ 
と 、 及 び 同 氏 の 業務 の 性 格 上 必 要 な か っ た こと か ら (同氏 の 業務 は 、 有 価 証券 の 売買 の 勧 
誘 に 関連 する わけ で は あり ませ ん )、 同 氏 に 証券 外務 員 資 格 取得 を 要求 する こと は 、 同 氏 の 
業務 の 特殊 性 を 無視 する も の で あり 、 一 律 に 部 内 の 従業 員 全 員 に この 資格 取得 を 要求 する 
こと は 、 明 ら か に 適当 で な く 、 同 氏 に 不 合理 か つ 不 必要 に 不利 益 を 強い る も の で あり 、 不 
当 な 業務 命令 に 該当 し 、 業 務 命 令 権 の 藩 用 に あたり ます 。 


「 


特に 、 一 種 資格 義務 化 の タイ ミン グ に つい て は 、 同 氏 に 対し キー・ コ ント ロー ル ・ ア ン 
ド ・ オ ペレ ー テ ィング ・ プ ロ シ ー ジ ャ ー (KOP) に お いて 一 種 資 格 を 要求 する アッ プ デ 
ー ト が 行わ れ た の は 、P I P が 提示 され た 後 で や り 、 こ の よう な 要求 が 同氏 に よる 不 達成 
を 狙っ て あわ よく ば 解雇 に 結び つけ よう と いう 意図 が 明白 で あっ た た め 、 和 警戒 心 を 強め て 
いた 同氏 は 、 こ れ に 対す る 署名 を 求め られ た 際 に 「 弁 護 士 に 検討 し て も ら わ な いと 受領 確 
認 の 署名 は で き な い 」 と 回 答 し た に 過ぎ ませ ん 。 


2. 通報 対象 違法 行為 と 貴社 の 対応 


貴 和 側 は 、 同氏 が 通報 行為 の 根拠 資料 な いし 証拠 の 提出 を 拒ん だ た め 、 調査 せ ざる を え ず 、 
貴社 が 事情 聴取 等 に より 違法 行為 な し と の 判断 に 至っ た と の こと で す が 、 外 国法 人 の 日 本 
支店 で ある ドイ ツ 銀 行 の 業務 と 日 本 法人 で ある 貴社 と の 業務 の 分 離 が 不 十 分 で ある こと に 
つい て 、 同 氏 は 本 件 に 関す る 面談 の 際 に 十分 述べ て お り 、 同 氏 の 指摘 し た 問題 点 が 、 同 氏 
個人 の 業務 の み に 関 係 す る も の で は な く 部 門 全 体 に 関わ る 問題 で や る こと か ら 、 貴 社 が 同 
部 門 の 日 常 の 業務 の 形態 を 分 析 す れ ば 、 違 法 行為 の 有無 は 明らか に な る 人 性質 の も の で ある 
と 思わ れ 、 同 氏 の 協力 の 拒否 が 影響 を 与え る よう な 内 容 の 通報 で は な か っ た と 考え られ ま 
す 。 ま た 、 こ の よう な 分 析 を 行う に 当たっ て 、 調 査 の 秘密 が 確保 され る よう 配慮 する 必要 
が ある か どう か は きわ め て 疑問 で す 。 


また 、 貴 職 は 、 金 融 庁 調査 上 、200 5 年 、200 6 年 は 違法 行為 の 指摘 を 受け て お ら 
ず 、 従 っ て も は や 違法 行為 は 存在 し な いこ と を ご 主 で す が 、 こ の 2 年 間 に は 、 金 融 庁 の 
立入 検査 は 行わ ん て いな か っ た と 聞い て お り ま す 。 ま た 、 仮 に 立入 検査 が 行わ れ て いた が 
その 結果 違法 行為 が 発覚 し な か っ た と し て も 、 前 年 の 金融 庁 立入 検査 時 に 発覚 し な か っ た 
違法 状態 が 後 年 の 検査 時 に 明らか に な る こと は 十分 ある の で あっ て 、 現 に 貴社 が 2004 
E に 受け た 行政 処分 に お いて は 、 2 0 0 0 年 の 行政 処分 対象 事項 に 対す る 貴社 の 対応 策 が 
不 十分 で あっ た 則 が 指摘 され て いま す 。 従っ て 、2005 年 、20 0 6 年 の 調査 に お いて 
違法 行為 の 指摘 を 受け て いな いこ と は 、 現 在 貴社 に お いて 違法 行為 が 存在 し な いこ と の 理 
由 に は な り ま せん 。 


て 貴社 の 内 部 調査 は 十分 で あっ た の か どう か 疑問 が の こる と い 


3. パフ ォ ー マ ンス ・ イ ンプ ルー ブ メ ント ・ プ ラン (P IP) 


報告 の 対象 事項 に 証券 取引 法 上 の 秘密 情報 が 含ま れる 場合 に 
従業 員 の 範囲 が お の ず と 限定 され る の で あっ て 、 報 告 天 


を 要求 する P I P に は 問題 が ある と いわ ざる を 得 ま せん 。 


また 、P 1I P が 表面 上 適切 な 報告 を 要求 する 内 容 で あっ た と し て も 、 同 氏 を 不当 に 


わざ る を 得 ま せん 。 


同氏 の 通報 行為 は 、 状 況 に 鑑み て きわ め て 適切 な 指摘 で あっ た は ず で あり 、 そ れ に 比 し 


は 、 NSR る 


慮 が 必 履 


要 と な る こと は 当然 で も る と 考え ます 。 そ の よう な 点 に 配慮 し な い 一 般 的 に 開か れ た 報告 


精 # 


的 に 追い 詰め る 目的 に お いて な され て いる こと は 明白 で す 。 即ち 、 上 述 の よう な 同氏 の 業 
務 の 特殊 性 か ら 、 同 氏 が 人 金銭 面 で 成果 を 上 げ ら れ な か っ た の は 、 同 氏 が 熱心 に 計画 し た プ 


ロジ ェクト な いし 投資 アイ デア に 対し 、 貴 社 の プリ ン シ パ ルイ ン ベ ス トメ ント 業務 に 対す 
る 理解 不足 か ら 貴 社 か ら の 資金 拠出 が な され な か っ た こと に 原因 が ある の で あり 、 同 氏 は 
その よう な 状況 に も な ん と か 対処 し よう と 努力 し て 前 述 の よう に 
SAN 金銭 的 成果 の 欠如 は 同氏 の 怠慢 に 


断じて あり ませ ん 。 に も か か わら ず 、 同 氏 の 怠 迷 9 


疎ん じ た 貴 社 が 口実 と し て 利用 する NN こ 他 な 


同氏 の 通報 行為 以前 か ら 、 同 氏 の 勤務 態度 不良 に よる 解雇 を 検 
され て いま す が 、 実 際 に 同氏 の 勤務 態度 に 関す る 同氏 に 対す る 全て の 指摘 は 通報 行 


行わ れ て お り 、 こ の よう な ご 主張 は 到底 信用 する こと が で き な 


ゝ の よう に 報告 を 求め 、 


ドイ ツ 銀 行 の ロン ドン 支 
よる も の で は 


解 届 


を 示唆 する こと 午 0 り 、 こ の こと 自体 、 こ れ に 基づく 解雇 が 、 同 氏 の 通報 行為 


N 
] 祭 


り ま せん 。( こ の 点 、 貴 簡 は 


討 し て いた か の ご と く 主 紀 


為 後に 


いも の で す 。) 


同氏 は 、 入 社 以 来 、 貴 社 の た め に 平日 は 連日 午後 9 時 な いし 深夜 まで 就労 し 、 週 末 も ほ 
ほぼ 毎週 出社 する 等 、 長 時 間 に わ た っ て 熱心 に 業務 を 行っ て き て お り 、 そ れ に も か か わら ず 、 
この よう に 勤務 態度 不良 の いい が か り を つけ られ る の は 、 甚 だ 心 外 と いう 他 あ り ま せん 。 


4. まとめ 


報 法 に よっ て 保護 され る べき 同氏 の 正当 な 通報 行為 を 実質 的 


結局 、 勤 務 態 度 不良 と いう 理由 に か こつ け て 解雇 を 行 お うと する 貴社 の 行為 は 、 公 益 通 


排除 し よう と する も の で あっ て 、 同 法 に より 許さ れ ま せん 。 


E 由 と し て 、 同 氏 を 貴 視 


また 、 貴 人 簡 受領 後 、 貴 社 は 、8 月 8 日 、 一 方 的 に 同氏 の 有給 の 自宅 待機 を 命ずる こ 


ト か ら 


と を 


当 職 に 宣言 し 、 当 職 の 休暇 中 の 翌 8 月 9 日 に 、 こ の 宣言 の 範囲 を 超え 、 当 職 了 解 済 み と し 
て 、 同 氏 に 対し 貴社 構内 を 引き 払う よう 求め て お り 、 他 の 従業 員 に 対し 「 既 に 同氏 は 辞め 
た 」 と 公言 し て いる と の こと で す 。 貴社 は 、「 当 職 了 解 済 み 」 で は な いこ と は 十分 認識 の 上 、 
改 意 に 虚偽 の 事実 を 同氏 に 告げ て 同氏 を 欺 き 貴 社 構内 か ら の 退去 を 求め た の で あり 、 そ れ 
自体 不法 行為 に も 該当 し うる 悪 質 な も の で あり 、 弁 護 士 制度 へ の 重大 な 挑戦 で ある と 断 ぜ 
ざる を えま せん 。 も し その よう な 行為 が 貴社 社内 弁護 士 を 含む 貴社 側 弁護 士 の 了解 の も と 
に 行わ れ た の で あれ ば 、 才 護 士 倫理 に 反する も の と し て 懲戒 請求 に も 値 し 得る 許さ れ な い 
行為 で や る と 考え ます 。 当 職 留守 中 に 「 自 宅 待機 」 の 名 目 で この よう に 会 社 と の 関係 を 断 
つこ と が 前 提 で ある か の よう な 処分 が し か も 悪質 な 方 法 で 行わ れ た こと に 対す る 慎 り も さ 
る こと な が ら 、 こ れ か ら 和 解 の 話 合 を 進め る 手 は ず と な っ て いる 当事者 間 で 、 貴 社 が その 
よう に 一 方 的 且つ 緊急 に 同氏 を 貴社 構内 か ら 排除 する 利益 が ある と すれ ば 、 近 々 見 込ま れ 
て いる 金融 庁 に よる 立入 検査 時 に 同氏 が 現場 に 同席 する こと を 避け た い 理 由 が ある の で は 
な いか と 勘 ぐら ざる を 得 ま せん 。 


